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令和元年 

12 月発行 

発行・編集 

川越まちづくり 

協議会 

(通算 342 号) 

 川越地区人口 
(R1.10 現在） 

男性 250 人(-2) 

女性 285 人(-1) 

 計 535 人(-3) 

世帯数 283(-1) 

高齢化率 

  52.34％ 

 11 月 1 日（金）社協川越支会主催の「ニコニコ給食」

が交流センターで開催されました。 

今回は、講師に出雲市在住で元中学校教員の杉原周大

氏をお迎えし「童謡と唱歌」について学び、最後に皆

さんで懐かしの童謡や唱歌を合唱しました。昼食は、

食生活改善推進協議会の方々にお世話になり、とても

美味しい昼食を作っていただきました。朝早くから準

備等、大変お世話になりました。 

 昨年に引き続き、今年度も防災訓練実施します。その訓練に向

けての研修会を 11 月 13 日行いました。①自治会ごとに新たに指

定された避難所へ避難する。②避難が困難な高齢者を自宅から避難

所に搬送する。この２点を目的に行い、避難が困難な高齢者につい

ては各自治会で「高齢者疑似体験具」を装着した人を搬送します。

訓練実施は 12 月 15 日です、地域の皆様のご協力、ご参加をお願

いします。 

今年の「桜江いきいき祭り・総

合文化展・芸能文化活動発表」も

晴天に恵まれ、沢山の方が来場さ

れ盛会に開催されました。B＆G海

洋センターでは総合文化展が二日

間にわたり開催、川越からも教室

や個人の作品が多数出品されまし

た。二日目の屋外では、沢山の出

店が並びステージではフラダンス

や神楽などで賑わっていました。

総合文化展では、作品の搬入、搬

出と出展された皆様には大変お世

話になりました。 

 毎年夏休みに開催しておりました「さくらえプレ

ーパーク」、今年は諸事情により桜江小学校の振替

休業日を利用し 11月 18日（月）に市山地域コミュ

ニティ交流センター体育館で開催しました。 

 プレーパークとは、子供達が自分のしたいことを

廃材などある材料を使い実現していく遊び場です。

参加した子ども達は其々に遊びを楽しんでいまし

た。参加者は、地域のボランティアの方を含め８１

名でした。各地域のボランティアの皆さん、お世話

になりました。 

【メニュー】バームクーヘン、べっこう飴、わたあ

め、ターザンロープ、段ボール遊び、 

神楽の道具作り、けん玉教室、染め物、お絵かき、

竹とんぼ、大工遊び、おでかけ図書館 

11 月 9 

～10 日 

今年度の球技大会は、交流センターのグラウンド
での開催でした。各地区から沢山の参加者があり、
賑やかに行われました。結果は次のとおりでした。 
【団体の部】 
優 勝 渡 田 248 点 
準優勝  渡  284 点 
３ 位 田 津 291 点 
４ 位 鹿 賀 294 点 
５ 位 上大貫 296 点 
５ 位 下大貫・坂本 

        296 点 
【個人の部】 
１ 位 加藤  哲 （渡田） 34 点 
２ 位 山藤 正弘（渡田） 39 点 
３ 位 山藤 照恵（渡田） 41 点 
４ 位 反田 正之（渡田） 42 点 
５ 位 小笠原 弘（渡田） 43 点 

 
【ホールインワン賞】10 名 
小笠原 修造（田津）  柳光 秀記（渡） 
高橋 喜久夫（鹿賀）  安田 良子（鹿賀） 
小笠原ヤスコ（田津）  福田 節枝（渡） 
山藤 正弘（渡田）   河崎 敏文（田津） 
加藤  哲 （渡田）※2 回 

1.11.3 

甘南備寺の古文書 

 甘南備寺の寺宝の中に 7 通の古文書があります。寺には、本来、数千通に

及ぶ膨大な古文書群が存在していたはずですが、残念ながら、現在に伝えら

れているのはわずかな数にすぎません。とはいえ、古文書には重要な史料が

含まれており、平成 29 年には、島根県教育庁古代文化センターの倉恒康一氏

による調査が実施されました。ここでは、その調査成果を中心に、甘南備寺

の古文書に注目します。 

 まず、古文書の概要ですが、7 つの文書は内容から 2 グループに分けられ

ます。一方は甘南備寺が権力者から送られた所領の保証書（5 通）、他方は仏

教の教えに関わる文書（2 史料）です。前者の内訳は、①川本を拠点とした

中世石見の豪族小笠原氏が発給したもの 3 通、②発給者不明のものが 1 通、

③安芸国の戦国大名毛利氏の重臣 2 名が連名で発給したもの 1 通です。これ

らのうち①・②が江津市指定文化財ですが、ここでは③に注目します。 

 倉恒氏の研究によると、この文書は佐世元嘉、林元善による連名で、その

内容は「銀山御改」を機会に、文禄 3 年（1594）11 月 9 日付けで 10 石の寺

領を安堵するというものです。 

この「銀山御改」とは何かが問題ですが、この文書と同一年月日・同一人物による

「石見国長安寺」宛ての文書が山口県にも伝えられているそうです（林潤介家文書）。

このことからすると、この頃毛利氏により、従来の石見銀山支配に関して大きな変革

が図られたこと、その一環として、銀山周辺の寺院所領の一斉再編が断行された可能

性が高いことがうかがえます。甘南備寺の古文書には、単に一寺院の歴史を伝えるだ

けでなく、石見全体の政治史を明らかにする重要な手がかりが含まれているのです。 

「毛利氏 

奉行人連署書状」 

寄稿 

江津市教育委員会  

伊藤 創総括主任 
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福祉ふれあいチャリティバザー開催（12

月 1 日）に伴い、地域の皆様にお願いしてお

りました物品拠出ですが、皆様のご協力のお

陰で川越地域全体で 124 点集まりました。 

ありがとうございました。 

江津市社会福祉協議会 川越支会 

開催日時：12 月 10 日（火） 

     10：00～12：00 

開催場所：川越交流センター 

テーマ：「地域で広げよう 

助け合いの輪」 

送迎バスがあります。詳しくは各戸

配布のチラシをご覧下さい。 

開催日：12 月 14 日（土） 

時 間：10：00～12：00 
場 所：川越交流センター 
演 題：「暮らしの中の人権Ⅷ」 
    ～今を共に生きる～ 
講 師：江津市教育委員会 
  社会教育指導員 二又 茂樹氏 
主催：江津市教育委員会 
   川越まちづくり協議会 

訓練実行日 
令和元年１２月１５日（日） 

１０時 避難準備・高齢者等避難開始 
※詳しくは、各戸配布のチラシをご覧く
ださい。 

《主催》川越まちづくり協議会 《後援》江津市役所 

《支援》ＮＰＯ法人ぼうぼうネット 

開催日：１２月５日（木） 
時 間：１０：００～１２：００ 

場 所：桜江保健センター 
費 用：１００円（材料費） 

【お問合せ】江津市社会福祉協議会 
 桜江連絡所 ☎９２-１４５０ 

「川越地区における復興まちづ

くり計画」について、江津市役所

より住民に説明会が行われます。 

開催日時：１２月１７日（火） 

       １９：００～ 

開催場所：川越地区体育館 

詳しくは、各戸配布のチラシをご

覧ください。 

地域の方には、出来るだけ多く参

加していただきたいと思います。 

開催日時：１２月２１日（土）９：３０～１２：００   

開催場所：川越交流センター  ※定員になり次第締め切らせて頂きます。 

しめ縄づくり参加は、軽食準備の都合上申し込みが必要です。（限定 20名） 

（一般参加者可）子ども読書会は、しめ縄づくり終了後行います。 

申込み先：川越交流センター ☎９３-０８２５ 

開催日時：12 月 5 日 

       13：30～ 

開催場所：川越交流センター 

第 73 回定例・第 15 回松林杯グラウンド
ゴルフ競技会 結果 
開催日時：１１月１９日（火） 
開催場所：川越交流センターグラウンド 
参加者 25 人 
成績 優勝 山藤照恵 61 打（ＨＯ1） 
  準優勝 楸 卓朗 62 打（ＨＯ1） 
  第 3 位 小笠原弘 64 打（ＨＯ1） 
 
前日の雨の影響により所々水溜まりが 
残るグラウンド状況に加えて、寒波によ
る冷たい風が吹く中でしたが、久しぶり

に多数の参加を得て楽しく開催されまし
た。情報提供：加藤 哲さん 

去る 11 月 24 日に、保護者や地域の人々が見守る

中で、桜江小の学習発表会が開かれました。「元気よ

く」「いきいきと発表」「静かに鑑賞」のテーマのも

と、可愛らしい 113 人の全校児童が、３・４年の合

唱合奏と、学年・学級ごとの学習発表 4 と劇 3、そし

て全校音楽とを発表しました。学年・学級別では１年

生の幼い劇「サラダでげんき」から、６年生の学習発

表「ギャラクシートレイン」まで、本当に元気よくい

きいきと発表していました。見ていて、児童の成長し

ていく様子が本当によく分かりました。児童の皆さ

ん、お疲れさまでした。 

桜江小学校 
★交流センター大掃除のご協力のお願い 

 今年も残すところあと僅かとなりましたが、セン

ター大掃除を 12 月 23 日（月）午前 9 時より 

行いたいと思います。地域の方、教室の方々にご協

力をお願いします。 

 

★交流センター年末年始の休館について 

１２月２８日（土）より翌年１月５日（日）まで 

休館と致します。１月６日（月）より通常通り開館

しております。 

 本年中のご愛顧心よりお礼申し上げます。 

来年も宜しくお願い致します。 

        川越交流センター職員一同 

桜江小では、4年生を中心に 7年前から始まった「花
いっぱいプロジェクト」を今年も取り組まれます。
先日、交流センターへ 
ボックスとポスターを 

川越の４年生の児童が 

持って来られました。 
地域の皆様のご協力を 
お願いします 
来年３月まで実施。 

どなたでも

参加できま

す 

 
ヨーグルト

ケーキ 

おもちゃ 

作り 


